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公益財団法人としての

練馬総合病院の役割と活動方針
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公益財団法人とは何か

公益法人制度改革により、従来の公益法人は

平成25年4月以降は、公益財団・一般財団あるいは

医療法人とならなければならない。

公益とは、不特定多数の利益になること。

医療をしているだけでは公益とは言えない。

当院が公益財団法人として認可されたのは、
研究一体型医療の実践の成果である。
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練馬総合病院の始まり
・板橋区から23番目の区として、昭和22年8月独立

・地域に良い病院が欲しいという、地域住民の願い。

・翌昭和23年3月 練馬病院創立

関係者は、職員・患者・地域

以後、一貫して、地域に根差した病院として運営している

初めに、強い願望あり

次に、実現する努力あり

それを、継続する努力が重要

総合的質経営（TQM)の実践が必須である。

70周年記念講演から
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開設時（70年前）
1945年 終戦

1958年
⻑嶋茂雄
デビュー

1964年
東京五輪

1947年 練⾺区が板橋区より独⽴

昭和25年
診療科⽬が内科・⼩児科・外科・産婦⼈科
⽪膚泌尿器科・⽿⿐咽喉科・眼科の7科
医療保健⽣活協同組合 東京練⾺病院に組織変更

昭和30年
東京都職員組合の要望を受け結核病棟を80床に増設

昭和45年
財団法⼈東京都医療保健協会
練⾺総合病院に名称変更
建物増改築
（地下２階,地上７階の近代
的⾼層建築）

昭和23年3⽉15⽇
保証責任購買利⽤組合
練⾺病院創⽴
⽊造2階建て120床

昭和37年
総合病院と称することを認可
される

昭和28年
財団法⼈東京都医療保健協会 東京練⾺病院に組織変更

1948年

1950年

1955年

1970年

1962年

横綱
千代の富⼠

引退

⽇韓ワールド
カップ

平成３年
3⽉第6代院⻑に飯⽥修平⽒が就任
10⽉病院広報誌『ハローホスピタル』創刊

平成7年
『病院職員のための病院早わかり読本』出版
（東京都私⽴病院会教育⼈事委員会より）

平成10年
病院機能評価「⼀般病院Ａ」認定

平成16年
電⼦カルテシステム導⼊

平成6年
就業規則全⾯改定
理念および病院の望む職員の在り⽅・働き⽅を明⽰

平成15年
創傷ケアセンター開設

平成8年
ＭＱＩ（医療の質向上）活動開始

平成14年
飯⽥理事⻑・院⻑が⽇本品質管理学会副会⻑に就任
病院理念を⾒直し、
これまでの理念に地域中核病院として
地域における存在価値
（在ってよかったと思われる病院作り）を加える

平成11年
診療案内「こぶし」発⾏開始

1991年

2003年

2002年

1996年

⻑野
オリンピック

1998年

飯⽥院⻑就任
70周年記念講演から
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新病院へ移転

これからの練⾺総合病院へ続く・・・

イチロー選⼿
通算3000
安打を達成

平成18年
新病院竣⼯、開設
DPC導⼊
病院ロゴマークをカラーに変更

平成22年
200号室稼働（準ICU・HCU病床）

平成24年
公益財団法⼈東京都医療保健協会練⾺総合病院へ移⾏
東京都脳卒中急性期医療機関に認定・結⽯センター開設
医療の質向上研究所設⽴・地域医療連携システム導⼊

平成28年
⽇本政策投資銀⾏
DBJ ＢＣM
（事業継続マネジメント）
格付Ａランク取得

平成19年
糖尿病センター･内視鏡センター
化学療法センター･健康医学センター開設

平成25年
医療の質向上研究所
⽂部科学省科学研究費助成事業
指定研究機関登録

平成23年
飯⽥院⻑が理事⻑に就任、院⻑兼任
漢⽅医学センター開設

平成29年
病院機能評価更新（５回⽬）（「⼀般病院２」3rdG:Ver.1.0

2017年

2013年

2011年

2006年

2009年
オバマ⽒第44代
⽶⼤統領に就任

富⼠⼭世界
遺産に登録

当院屋上より撮影

2012年

2016年

2007年

2010年

2018年

１．住民の悲願を基に設立（地域）
２．公益財団法人である（不特定多数）

公益とは何かを常に念頭に置く
３．理念実現に向けて活動を継続

質向上の努力を継続いたします。

皆様のご指導・ご支援が必要です。
今後も、よろしくお願いいたします。

練⾺総合病院の今後
ゴーギャンの問い
ダン・ブラウンの問い

１．我々はどこから来たのか
２．我々は何者か
３．我々はどこへ行くのか

に答えることが必要

70周年記念講演から
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練馬総合病院の経営理念

「職員が働きたい、働いて良かった。

患者さんがかかりたい、かかって良かった。

地域があって欲しい、あるので安心、 」

と言える 医療を提供する。

職員、患者、地域が、ともに満足できる

医療（経営）をおこなう。

基本的考え方： 職員満足があってはじめて、

患者満足が得られる。

2001.1 改訂
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練馬総合病院の経営理念の要点

１ 経営 理念に基づく

２ 医療 職員と患者と地域・・・関係者の協力

３ 病院 科学的・組織的な医療提供の場

４ 満足 職員と患者と地域・・・関係者の満足

５ 経営 医療は病院経営である

職員、患者、地域が、ともに満足できる

医療（経営）をおこなう。
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Nerima General Hospitalをイメージ化

＊３本の縦線：「診療・診療技術、事務、看護」

「病院・地域・行政」

連携・連帯感・病院の重厚な存在感を表わす。

＊Ｇの曲線：３部門を統合する理念、情報システムを表す。

右上がりの切り込みにより、先進性、向上心を象徴する。

＊それぞれの価値観が相互に関連し合い、医療の質向上

をめざす練馬総合病院の姿勢を表わす。

ロゴマーク
創立５０周年に制定/ H18 新築移転を契機にカラーに
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公益財団法人東京都医療保健協会定款

第２章 目的及び事業（目的）

第３条 本財団は、国民の保健向上に必要な医療をな

し、地域医療を担う中核的な病院として貢献し、特に生

活習慣病及び高齢患者に対する療法とその療養生活

の指導並びに研究、及び安全で質の高い医療を提供

するための科学的管理手法の研究開発・実践のために

医療・介護施設の設置経営とそれに附帯する事業を実

施し国民の健康保持に寄与することを目的とする。

TQM/MQIの実践

＊
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（事業）

第４条 本財団は、前条の目的を達成するため、次の各
号に掲げる事業を行う。

（１）医療安全・質の向上のための調査・研究・実践

（２）生活習慣病予防に関する調査・研究・実践

（３）地域における公衆衛生の向上のための調査・研究・

実践

（４）医療・介護施設等の設置・運営

（５）その他本財団の目的を達成するために必要な事業

２．前項の事業は、東京都において行うものとする。
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科学的管理手法の研究・開発

医療の質向上活動

旧法人から、戦略的に公益活動を実践し、科学的管
理手法の研究・開発を実施してきた。

活動の成果が評価されて、公益財団法人として認可
された。

新法人の目的に

「科学的管理手法の研究開発・実践」を明記した。

医療の質向上研究所設置提案の理由

＊
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医療の質向上研究所規程
第２条 研究所は、本財団の定款に基づき、医療、特に生活
習慣病及び高齢患者に対する療法とその療養生活の指導
並びに研究、及び安全で質の高い医療を提供するための科
学的管理手法の研究開発とそれに附帯する事業を実施する
ことを目的とする。

第３条 研究所は、前条の目的を達成するために、次の事
業を行う。

1) 医療安全・質の向上のための調査・研究・実践

2) 生活習慣病予防に関する調査・研究・実践

3) 地域における公衆衛生の向上のための調査・研究・実践

4) 医療・介護施設等の設置・運営に関する研究

5) その他本財団の目的を達成するために必要な事業
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就業規則改訂

第１条の１ （法人の基本的な考え方）・・・新たに記載

公益財団法人東京都医療保健協会は、国民の保健向上

に必要な医療を実践し、地域医療を担う中核的な病院とし

て貢献することを目的に以下の事業を行います。

1．医療、特に生活習慣病および高齢患者に対する治療と

その療養生活の指導並びに研究

2．安全で質の高い医療を提供するための科学的管理手法

の研究開発・実践のために医療・介護施設の設置経営と

その附帯事業

H24.4.1

新法人の基本的な考え方を追記

Nerima-General-Hospital

練馬総合病院 就業規則

第１条の2 （病院の基本的な考え方）

練馬総合病院は「職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかって良かった、地域が在っ

て欲しい、在るので安心、といえる医療をおこなう」という

理念のもとに、職員や患者さん（地域住民）がともに満足

し良かったと思える医療（経営）をめざしています。その

実現のためには、お互いが安心し、信頼し、誇りをもって

医療（経営）をおこなわなければなりません。

2002年改訂

2012年改訂
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病院は・・地域住民が安心して健やかな生活・・地域住

民の健康保持と増進に必要な医療・・病院の職員が安

心して、誇りをもって働く事ができるよう・・

職員のみなさんが、病院の理念を理解し、方針にしたが

い、一致協力して、前向きに、ゆとりのある効率的な業

務をして・・

患者さん・・家族・・同僚・・業務に関係しお付き合いの

あるかたともお互いに尊重・・共感をもって協力し・・なご

やかに、明るく、楽しく業務をすすめましょう。他の職員

の模範・・その結果、練馬総合病院が他の病院のお手

本・・社会をリードする病院となるように努力してください

Nerima-General-Hospital

基本的考え方（品質方針）

職員、患者、地域がともに良かったと思える

（満足できる）経営（医療）をおこなう。

1．常に、相手の立場を考え、安心し、信頼される医療を

おこなう。

2．住民が安心して生活できるように、

知織・技術・人間性を磨き、業務をおこなう。

3．組織横断的に連携をはかり、各人が役割を果たし、

継続的な医療の質向上を実践する。

4．患者さんをはじめとする関係者の顕在的・潜在的要望や
苦情に迅速かつ適切に対応する。

5．社会の変化や医学の進歩に即した医療をおこなう。

Nerima-General-Hospital平成５年９月倫理委員会設立

患者・職員への倫理綱領の明示

Nerima-General-Hospital

公益財団法人
東京都医療保健協会

組織図
H24・5改訂

院 長

副院長

診療部
リハビリテーション科

放射線科

薬剤科

臨床検査科

ME室

看護部

病棟

手術室・中央材料室

外来

事務部

人事経理課

庶 務 課

医 事 課

人事係

経理係

庶務係

用度係
リネン係

入院係

外来係

管理会議

診療技術部

施 設 課

各診療科

各プロジェクト

各委員会

直轄部門

地域連携室

なんでも相談室

医療福祉相談室

医療情報管理室

企画情報推進室

質保証室

各センター

創傷
内視鏡

健康医学（健診・治験）

化学療法

糖尿病

理事長

理事会

評議員会

栄養科

ラ
イ
ン
部
門

ス
タ
ッ
フ
部
門

漢方医学

医療の質向上研究所

医師事務作業補助

結石

安全管理室

練馬総合病院

組織図は組織のあり方を示す
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練馬総合病院の経営戦略の流れ
第１段階 第２段階 第３段階

情報の統合

← ネットワーク化 ＬＡＮ接続

→
Web/DB Server

オフコン・ＵＮＩＸ－ＷＳ から ＰＣーC/S へ

情報発信 ・ 信頼の創造

Ｈ２ Ｈ４ Ｈ５ Ｈ

７

Ｈ３ Ｈ９

質の向上医療の管理

経営の管理
質の管理・MQI

効率化

Ｈ10

情報の共有
意識改革

Ｈ６ Ｈ８ Ｈ11 Ｈ12Ｈ13

第４段階

情報活用

Ｃ／Ｓ化 ＲＤＢ化

Ｈ14
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療
の
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所
設
置

SQL/Oracle から

Cache' へ

H
IS

再
構
築

質保証・HCQI 信頼の創造満足度向上

Ｈ25

病
院
機
能
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価
認
定

医
療
の
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上
研
究
所
移
転
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医
療
の
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動
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Ｂ
Ｃ
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D
W

H
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Data Management
理念実現目指す

第5段階

H29

病
院
機
能
評
価
認
定

創
立
七
十
周
年

DWHによる

Data Management

D
W

H

改
訂

電
子
カ
ル
テ
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訂

H30

MQI開始まで5年かかった

MQI20年経過

共
同
開
発

共
同
開
発

共
同
開
発

共
同
開
発

共
同
開
発

ほとんどすべての仕組みを自製
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平成30年の事業計画（方針・目標）

平成３０年の方針：
1 理念を再確認する 組織の目的を理解する

2 業務機能を理解する 業務フローにおける自分の立場を
理解する

3 要求事項を把握する 顕在要求・潜在要求を把握する

4 問題を認識する 要求事項と業務の食い違いを認識する

5 問題を解決する 問題の要因・原因を究明し、対策を
立案し、実施する

平成３０年の目標
1 業務の目的を理解する 目的思考

2 自分の役割を理解する 業務フロー図を作成する

3 自分への要求事項を理解する QFDを実施する

4 要求事項に適合するか判断する 特性要因図を活用する

5 問題解決（PDCA）サイクルを回す 5ゲン主義

方針も目標も、目的思考である

＊

Nerima-General-Hospital

教育研修主題 MQI主題
Ｈ４ コミュニケーション

Ｈ５ 共感

Ｈ６ 医療における信頼の創造

Ｈ７ 気づき、新しい自分

Ｈ８ 自分で考え、実践する

Ｈ９ つながり

Ｈ10 ながれ

H11 しくみ

H12 標準化

H13 安全

H14 評価

H15 ５S

H16 ５S

H17 創る ―新病院建築に向けてー

H18 造る ―手造りの病院ー

H19 再生

H20 発展の芽を育てる

H21 伸芽 ー自分ができることー

H22 効率化 ームリ・ムラ・ムダをなくすー

H23 見直すー見る、視る、観る、看る、診るー

H24 自分で考え、実践する

H25     再構築

H26 ながれー自分の役割を知るー

H27 視点を変える

H28 アサーションー適切な意思疎通・情報伝達ー

H29 基本の再確認 ―次の段階へ―

H30 目的思考 ―業務の目的を理解する―

時間

情報

ながれ パス

＊

業務の一貫性を考慮し、
教育研修と同じにする

Nerima-General-Hospital

平成30年 統一主題
「目的思考 ―業務の目的を理解する―」

組織には設立の目的や理念がある。

構成員の考えや利害が一致するとは限らない。

その考えの食い違いが問題でなる。

時間も資源も有限であり、重要事項から、順次、

あるいは、並行して解決する必要がある。

問題認識、要因・原因分析、対策立案、対策実施、評価、

標準化の過程を問題解決サイクル・PDCAサイクルと呼ぶ。

最重要事項は、問題認識である。

組織の目的・理念の範囲内で、個人の価値観を尊重する

＊

Nerima-General-Hospital

事業継続に関する基本方針 認定証

Nerima-General-Hospital5年に1回病院機能評価を受審する

5回認定継続 全国で20病院
東京都で３病院


